
船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 令和７年２月９日 １１時４４分頃 

発生場所 兵庫県明石市江井
え い

ケ島港南方沖 

 江井ケ島港西防波堤灯台から真方位１６７°２.５海里付近 

（概位 北緯３４°３８.０′ 東経１３４°５５.３′） 

インシデントの概要 プレジャーボート丸
まる

サラ丸は、航行中、主機の運転ができなくな

り、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和７年２月２７日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 丸サラ丸、５トン未満（長さ７.１４ｍ） 

２７１－２２８８０兵庫、個人所有 

ディーゼル機関、船内外機、４サイクル、出力１１０.３０kＷ、回

転数毎分３,２５０、６気筒、ボア９２mm、使用燃料軽油、機関製

造年月日不詳、平成２年６月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

インシデントの経過 (1) 本インシデントの発生 

   本船は、船長が１人で乗り組み、整備の目的で大阪府岸和田市

所在のマリーナに向けて、兵庫県播磨町所在のボートパークを出

航した。 

   本船は、江井ケ島港南方沖を航行中、突然、主機が停止した。 

   船長は、主機の水温計の警告灯が点灯していたので、主機の冷

却が必要と考え、本船を錨泊させた。その後、主機を起動させる

ことができたものの、水温計の警告灯が消えず、点灯の原因が不

明であったので、自力航行を断念し、ボートレスキューサービス

（ＢＡＮ：Boat Assistance Network）に救助を要請した。 

   船長は、波が高くなってきたので救助に向かうことができない

旨の連絡をＢＡＮから受けたので、１１８番通報して救助を要請

した。 

   本船は、来援した巡視艇によって、明石市明石港にえい
．．

航され

た。 

(2) 冷却海水系統の点検に関する情報 

   修理会社は本インシデント後にエンジンオイルが乳化している



ことを確認した。また、潤滑油冷却器の熱交換器の内部に腐食に

よる破孔があったことから、同破孔から冷却海水がエンジンオイ

ル側に漏洩
えい

し、冷却海水が不足して主機がオーバーヒートしたも

のと推測した。 

   船長は、修理会社から、本インシデントの修理には熱交換器及

びその他の多数の部品の交換が必要である旨の報告を受け、修理

費用が高額となるので本船を廃船処理することとした。 

   修理会社によれば、熱交換器の老朽化の程度を外見から判断す

ることは難しいので、保護亜鉛の定期的交換や点検清掃及び冷却

海水ポンプのインペラとの同時交換を推奨しているとのことであ

る。 

(3) 整備及び運航に関する情報 

   船長は、新造から約３５年経った本船を令和６年１１月頃に中

古で購入した際、販売業者から、ベローズ（ゴム製の蛇腹管）の

交換、チルト（プロペラやエンジン下部の角度を上下に調整する

機能）の故障箇所の修理、燃料フィルターの清掃等を行う必要が

ある旨を伝えられていた。 

   本船の冷却海水系統の点検整備に係る履歴は不明であった。 

   船長は、本船を購入後早いうちに機関等の整備を行うつもりで

あったので、購入する際に販売業者に主機の開放点検等を依頼せ

ず、また、購入後から本インシデント発生に至るまで、主機の開

放点検及び冷却海水系統の点検整備を行っていなかった。 

   本インシデント当日は、マリーナにおいて、保護亜鉛、オイ

ル、プロペラ、ベローズ及びチルトシリンダーの交換を行う予定

としていた。 

分析 (1) 船長は、新造から約３５年経った本船を中古で購入後、早いう

ちに機関等の整備を行うつもりであったことから、主機の開放点

検及び冷却海水系統の点検整備を行っておらず、また、購入する

際に販売業者に主機の開放点検等を依頼していなかったものと考

えられる。 

(2) 本船は、船長が冷却海水系統の点検整備を行っていなかったこ

とから、腐食によって潤滑油冷却器の熱交換器の内部に破孔が生

じ、主機のエンジンオイルに海水が混入して潤滑性能が低下して

いたものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、航行中、冷却海水が不足し、主機が

オーバーヒートして運転ができなくなり、運航不能となったもの

と考えられる。 

原因  本インシデントは、船長が主機の開放点検及び冷却海水系統の点検

整備を行っていなかったため、本船が航行中、潤滑油冷却器の熱交換

器の内部に腐食による破孔が生じて、主機のエンジンオイルに海水が



混入して潤滑性能が低下するとともに冷却海水が不足し、主機がオー

バーヒートして運転ができなくなったことにより発生したものと考え

られる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、メーカーから推奨される期間内に保護亜鉛の

点検及び交換を実施すること。 

・小型船舶の船長は、保護亜鉛の点検などの際、定期的に熱交換器

の冷却管、管板及びボンネットの点検を行い、破孔や腐食等があ

る場合には補修及び部品の交換を行うこと。 

・小型船舶の船長は、中古船を購入した際、整備状況が不明であれ

ば、使用前に主機の開放点検を業者に依頼するなどして、冷却海

水配管系統の点検を行い、必要であれば洗浄及び補修を行うこ

と。 

 


